
　（別紙４（２）） 事業所名 ：グループホームほのぼの

目標達成計画 作成日　　：　平成２５年４月１３日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 ３５

災害時の地域、特に近隣住民との相互協力
体制が弱い
話し合いの機会がない（自治会、消防等はで
きている）

災害発生時に最善を尽くし、身の安全を確
保する

事業所が貢献できること、近隣に協力を求
め支援してもらえることを整理し、書面で示
しながら集会又は個別訪問で依頼、伝えて
いく
運営推進会議でも案を検討する

５ヶ月

2 １０

家族会の設立が未だできていない 家族からの意見を求める機会を設けると
共に家族同士の交流の場となる

書面で集いを知らせ、多くの参加できる時期
を選んでいく

６ヶ月

3 １

理念はスタッフで作り上げたものではあるが、
個人の振り返える機会が無かった

スタッフの意識付けだけでなく、できている
か否か、理念の見直しも含めて共有した
り、ケアに対する精神面の向上を図る

年初め、又は年度初めに見直し、振り返りの
機会をつくっていく

１２ヶ月

4 ３

運営推進会議で協議した事項について、次
の開催で報告はしているが、その記録が欠け
ていることがある

記録に留めることで、今後の課題をクリア
することに繋げる
運営推進会議を充実させる

次回より、記録に留めていく

３ヶ月

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先
して取り組む具体的な計画を記入します。


